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歴史人物副読本『牧之原市の偉人』について 

 
 

市では、市内の子どもたちが、郷土の発展のために尽力した先人の生き方や考えを

知ることにより、郷土の誇りや郷土愛を育てることを目的として、郷土の歴史上の人

物の功績をまとめた社会科資料を作製しました。 

 

１ 本の体裁    

  Ｂ５判 ３２ページ（オールカラー） 

          

２ 掲載内容    

 ・牧之原市の歴史 ＜古代～現代＞ 

 ・歴史人物の紹介（３９人） 

 ・牧之原市歴史年表 

  

３ 編集方法    

  編集委員会（文化財保護審議会委員、有識者、教諭 ６人）を組織し、冊子構成、 

 人物の選考や原稿作成などの編集業務を依頼。 

 

４ 掲載人物の選考方針 

 ・全国的に活躍した功績がある人物 

 ・郷土の発展に尽力した人物 

 ・生き方や努力が共感できる人物 など 

  分野別（産業、教育、芸術等）で人物を掲載しています。構成にあたっては、写 

 真や図版などを活用しました。社会科資料とするためできるだけ小学生にも分かり 

 やすい表現にしました。 

 

５ 作製部数    

  3,000 部 

 

６ 配布  

  市内小学校、中学校へ配布。（小学校は６年生、中学校は全校生徒へ配布）  

  その他、市内施設（図書館、公民館）、教育委員会関係者（教育委員、文化財保 

 護審議会委員等）に配布。 

  今後継続して小学校６年生に配布し、社会科資料として授業の中で役立てていた 

 だく。 

 

７ 販売  

  一般の希望者には、榛原文化センター、史料館、相良公民館において、１冊300 

 円で販売します。 


